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ニ

刷
日
円

一
な
っ
て
し
み
ん
＼
と
其
の
有
警
足
感
激

一
た
め
に
来
町
さ
れ
る
多
数
の
朝
日
町
に
於
－あ
り
ま
す
。

逮

印

日

い

一
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
け
る
お
客
さ
ん
に
対
し
て
、
物
心
両
聞
か
一

本
日
惑
に
朝
日
町
長
に
就
任
す
る
に
あ

菅

越

！

竺

こ
ん
ど
町
長
と
一
お
う
役
を
引
受
け
る
こ
一
ら
な
る
歓
迎
に
留
意
せ
ら
れ
て
、
よ
い
印
一
た
り
立
し
て
所
儀
の

一
端
を
申
述
べ
て
町

遂

一

に
な
り
ま
し
た
が
、
町
長
と
云
う
の
は

一象
を
与
え
観
光
都
市
と
し
て
将
来
に
伸
び
一民
各
位
の
御
協
力
を
乞
う
次
第
で
あ
り
ま

6
大

両

毎

川

一

一

一決
し
て
地
位
の
高
い
も
の
で
は
な
く
て
、

一
司
令
道
へ
の
凶
心
を
品
め
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

3
人
内
所
日
同

一町
長
の
身
に
な
っ
て
町
民
の
お
枇
話
を
す
・
・
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C
情

抑

制

凶

－
る
忠
山
内
な
公
僕
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す

第
一
附
附
刷
行
ド

一

訟
は
町
民
の
多
数
の
方
の
4
m
m
鳴
を
生
か

終

日

自

一し
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
万
の
し
あ
わ

編
制
印
発
定

一
せ
に
な
る
慌
に
お
山
舶
を
す
る
た
め
に
、

一私
の
混
去
の
経
験
を
生
か
し
て
常
臼
噴
念

一顧
し
て
い
ま
し
た
施
策
を
実
行
に
移
し
た

h
v也

r仁
こ

史

民

／
F

－

－
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

L

g
t
L
M
V
償

｛

寸

一

な
ん
と
申
し
ま
し
て
お
を
中
心
と
し

－
た
訓
明
日
町
の
山
叩
市
形
磁
を
縫
え
る
こ
と
が

川明
日

吋
長

本

寸

本

公

一第
一
の
店
本
で
と
て
将
来
の
思
京
市
挫

ー

：

；

；

j

一設
の
甚
躍
と
も
な
る
絡
で
あ
り
ま
す
。

一

特
に
力
を
注
ぐ
点
で
は
朝
日
町
世
帯
の

私
は
こ
ん
ど
選
ば
れ
て
朝
日
町
長
に
就
一
に
一
生
懸
命
に
働
か
せ
て
買
っ
た
も
の
で

一
三
分
の
こ
近
い
世
情
を
占
め
る
段
林
業
に

任
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。

一あ
り
ま
す
。

一重
点
的
に
考
慮
を
は
ら
っ
て
、
業
の
．
振
興

浅
学
葬
才
の
こ
と
と
て
町
民
の
皆
さ
ま
一

そ
し
て
弘
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
期

一
を
図
り
更
に
中
小
企
業
の
育
成
に
つ
と
め

の
御
支
擾
と
御
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
一聞
は
二
期
七
ヶ
年
聞
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が

一民
間
工
場
の
誘
致
や
、
電
源
開
発
に
尽
力

な
い
の
で
其
の
点
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

一倣
れ
た
日
・
本
の
国
と
し
て
の
再
建
は
地
方

一す
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
教
育
隊
置
も
朝

ま
す
。

一自
治
団
体
に
と
っ
て
も
出
直
し
の
形
で
、

一
臼
町
が
将
来
発
服
す
る
た
め
に
当
社
m
考
慮

昭
和
二
十
九
年
町
村
合
併
の
線
に
沼
う
一軍
傾
念
激
な
変
化
と
げ
刊
に
相
当
す
る
仕
事

一を
援
す
る
間
闘
で
あ
り
ま
す
。

て
削
日
町
も
－

応
町
体
制
が
整
い
ま
し
た

一
が
次
冷
と
処

mを
川
択
す
る
段
階
で
あ
っ
た

一

犯
に
父
従
来
の
町
財
政
の
住
て
方
に
し

其
の
上
前
町
長
、
前
町
議
各
位
の
御
配
悶
一丈
に
、
二
六
時
中
殆
ど
寸
暇
も
な
く
他
政

一
ま
し
で
も
、
町
村
合
併
后
の
旧
町
村
の
起

と
御
努
力
に
よ
り
ま
し
て
臼
々
生
長
し
つ

一
が
以
り
柄
で
や
り
叩
後
の
あ
る
時
代
で
も

一此
処
世
の
た
め
削
倒
的
な
点
に
の
み
踏
み

L
あ
り
ま
す
こ
と
は
町
民
各
位
と
共
に
深
一あ
り
ま
し
た。

一
止
ま
っ
て
い
た
蹴
い
な
き
に
し
も
あ
ら
ず

甚
な
る
敬
意
を
表
し、

其
の
功
績
に
対
し
一
広
の
過
去
に
於
て
此
程
緊
放
し
て
力

一
一
の
感
が
あ
り
、
此
を
積
極
的
財
政
へ
切
り

感
謝
申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一杯
働
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
一答
え
て
活
気
あ
る
活
発
な
町
政
活
動
へ

一

朝
日
町
に
生
れ
朝
日
町
に
よ
っ
て
背
く
一
此
の
経
験
が
今
度
の
出
馬
す
る
決
意
を
国
一歩
前
進
し
た
い
と
劣
え
て
い
ま
す
。

ま
れ
た
私
は
突
に
長
い
歳
月
朝
日
町
の
お

一
め
る
に
歪
っ
た
版
図
に
も
な
っ
た
の
で
あ
一

以
上
の
問
問
削
仰
決
の
た
め
に
は
金
町

位
指
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

今
夏
思
い
を
一り
ま
す
。

民

担

行

似

の

漂

い
刷
併
と
、

そ
の
実
現
法
成

新
に
感
激
－
入
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
私
は
い
つ
も
一
期
一
会
と
言
う
気
持
で

一
の
た
め
の
絶
大
な
お
力
添
え
を
お
願
い
せ

惟
え
ば
二
十
四
年
間
余
に
わ
た
る
数
日
一
人
生
符
路
を
歩
み
続
け
て
参
り
ま
し
た。

一ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
明
朗
な
町
づ
く
り
に

生
活
は
、
子
供
途
へ
の
教
育
に
専
念
し
て

一常
に
悔
い
な
い
心
持
で
働
い
て
居
り
其
”こ
も
町
恩
刷
新
の
た
め
に
も
格
別
の
御
協
力

い
た
と
は
言
へ
終
段
前
の
こ
と
と
て
沢
山
一
そ
一

生
涯
に
一
度
の
緩
会
だ
と
言
句
考
え

一
を
お
顕
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

の
校
下
の
人
逮
に
お
世
話
に
な
り
御
迷
惑
一
方
は
私
に
真
剣
さ
と
金
精
力
を
傾
注
さ
せ

一

最
后
に
近
く
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会

を
掛
け
て
参
り
ま
し
た
、
英
し
て
悲
惨
な
一
た
訳
で
あ
り
ま
す
6

一
一か
県
下
で
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
御
熱
意

鞍
争
の
終
結
は
精
神
的
に
も
大
き
な
調
態
一

其
し
て
昭
和
二
十
七
年
三
月
泊
町
助
役
一
に
よ
っ
て
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
で
準
硬
式
野

を
事
け
た
の
で
方
向
転
換
を
せ
ざ
る
を
得
一念
静
め
ま
し
た
が
其
か
ら
七
年
間
弘
は
少

一球
大
会
が
耐
火
施
さ
れ
る
運
び
に
な
っ
て
い

な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
て
、
昭
和
二
十
一さ
な
事
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
悲
況
と
戦
レ

一ま
す
の
で
、
日
木
の
全
土
か
ら
選
絞
さ
れ

一
年
七
月
泊
町
助
役
に
遺
怪
さ
れ
私
な
り
一な
が
ら
周
聞
の
人
述
の
親
切
な
お
世
話
に

一
た
選
手
各
位
を
迎
え
る
と
共
に
、
応
援
の
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の

調

製

は

九

月

彪

十

五

日

現

在

て

本
年
も
滋
本
選
挙
人
名
簿
の
調
製
期
日

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

近
く
各
戸
に
必
資
者
調
在
カ
ー
ド
を
配

付
い
た
し
ま
ず
か
ら
漏
れ
な
く
記
入
の
上

役
幼
又
は
支
所
に
期
日
ま
で
捻
也
し
て
下

さ
い
。
（
提
出
期
日
九
月
二
十
日
）

特
に
明
年
は
、
県
議
会
議
員
及
び
参
議

院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
か
ら

一
人

も
脱
漏
の
な
い
よ
う
お
厭
レ
レ
た
し
ま
す

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
選
挙
櫛
符

使
の
重
要
な
要
件
で
あ
り
ま
す
。

法
本
選
学
人
名
簿
に
登
錯
す
べ
き
者

九
月
十
玄
日
に、

朝
日
町
に
住
所
を
打

す
る
者
で
次
の
各
号
の
要
件
を
併
せ
具
備

す
る
者ω日
本
国
民

間
十
二
月
二
十
日
に
お
い
て
年
令
清
二

十
才
以
上
の
者
（
昭
和
十
三
年
十
二

月
二
十
一
日
以
前
に
生
れ
た
者
〉

ω九
月
十
五
日
ま
で
引
続
き
一
－
一
カ
月
以

来
当
町
に
住
所
を
有
す
る
者

＠
学
生
は
、
下
宿
先
寮
に
お
い
て
萱
錯
す

る
こ
と
、
但
し
通
学
者
を
除
く

＠
会
社
等
に
勤
務
す
る
者
も
特
別
の
事
情

な
い
限
り
勤
務
地
に
住
所
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
（
通
勤
務
は
除
く
）
8 
9 
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朝
日
町
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口
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み
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の
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で

第 36号

国
体
会
場
小
丸
山
台
関
グ
ラ
ン
ド
整
備
工
事
（
荷
負
者

藤
田
建
設
ゾ
見
事
完
成
す
。
観
光
叫
門
町
の
一
党

bzmう

小
丸
山
会
開
グ
ラ
ン
ト
は
同
体
針
球
会
場
と
し
て
、
み
な

さ
ん
の
絶
大
な
御
協
力
に
よ
っ
今
春
以
来
抗
日
制
工
事
を
縮

工
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
許
水
際
備
の
見
山
中
さ
と
風
景
説

雅
を
誇
る
グ
ヲ
～
・
ド
は
水
陀
作
合
文
比
と
観
光
朝
日
町
に

躍
動
す
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
御
来
場
を
御
待
ち
し
て
照
り
ま
す
。
向
緒

設
備
は
不
十
分
で
御
距
い
ま
す
の
で
一
段
と
み
な
さ
ん
の

御
協
力
を
賜
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

t附.fal32年 8月88¥
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み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
た
国
体
募
金

一
七
O
万
円
に
対

し
七
月
末
日
現
在
三
二
万
円
の
成
績
一

段
の
御
協
力
を

賜
わ
り
た
い
。
写

真
故
装
な
っ
た
小
丸
山
公
園
ゲ
ラ
シ
ド

国

体

準

硬

式

野

球

山

県

第

次

予

選

国
体
準
硬
式
野
球
の
富
山
県
第
一
次
予
選
は
や
が
て
国
体
会
場
に

な
る
べ
き
誌
張
、
改
装
工
事
の
な
っ
た
小
丸
山
球
場
に
お
い
て
八
月

三
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
．開
催
さ
れ
た
。

地
一
丈
の
朝
日
ク
ラ
ブ
も
出
場
す
る
こ
と
L
て
多
数
の
応
援
も
く
り
こ

ん
だ
。

第

試

朝

日

夕

ラ

プ

第

三

試

氷
見
中
央
タ
－
フ
プ

第

三

試

氷

見

中

央

ク

ラ

ブ

朝

日

ク

ラ

ブ

震
山
県
第
二
次
予
選
は
来
る
九
月
七
日
に
小
丸
山
球
場
に
お
い
て

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
第
二
次
予
選
に
は
氷
見
中
央

ク
ラ
ブ
、
朝
日
ク
ラ
ブ
も
出
峨
す
る
。、主
・
・
7
川
ぽ
V
V
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朝
日
ク
ラ
プ
メ
ン
バ
ー

一

居
波
雄

一
、
下
山
勝
弘

監

督

桶

椛

永

一

月
山
椴
、
居
波
雄
－

コ
l
チ

野
末
朔
太
郎

－

木
村
正
嗣
、
斉
雌
孝
一

主

将

佐

h

木

孝

久

一

佐
々
木
孝
久
、
低

限

消

投

手

広

田

岩

峰

、
斉
藤
孝
一

一

浅

岡

芳

樹

東

善

作

愛

場

博

一

土

肥

孝

信

摘
手
楠
部
夫
、
山
上
一
夫

一

魚
津
憲

一、

柳
下
康
浩
、

一
塁
長
井
勝
造
、
中
沢
一
雄

一

中
陣
将
夫

朝
日
町
農
業
委
員
会
の
選
任
委
員
異
動

「農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
第
十
二
条
並
び
に
第
十
五
祭
に
よ
り
農
協
、

共
済
の
理
事
改
選
に
仲
い
朝
日
町
農
業
要
員
会
の
選
任
に
よ
る
蚕
員
が
次
の
通
り
更

迭
に
な
っ
た
。

中左避三ニ
堅 拠．撃塁塁

右
翼

月I]

一

現
化
ま
で
の
委
員

一新
し
く
推
薦
さ
れ
た
委
員

一
氏
1

名
一
倒
l

叫
一。
国
｜

制
」
制
寸
剖

南
保
農
業
協
向
組
合

一近
藤
弥
右
エ

門
一農
政
委
員
一
大
森
勇
造
類
業
改
良
員

大
家
庄
設
業
協
同
組
合
一
弓

野

茂

一農
地
委
員
一
援
口
健
治
農
地
委
員

五
箇
庄
能
楽
協
同
組
合
一
山
田
才
太
郎
一農
政
委
員
一
箆
田
関
松
五
政
委
員

五
箇
庄
内
民
事
奈
川
一組
合
一
吉

井

健

治
一知
業
改
以
西
出
順
太
郎
一般
策
改
版

坂
口
良
造
は
州
以
来
改
良
を
政
政
に
変
更

区備
考

目
変
換
す
る
農
地
〉
六
八
件

一
町
三
反

①
農
地
法
第
二
十
条
関
係

（
小
作
地
の
返

還

〉

二

件

（

訴

助

一
側
）

ω自
作
政
維
持
創
設
資
金
貸
付
関
係

巾
拍
件
数

一
五
件
二
、
七
九
五
千
円

昭
定
件
数
九
件
一
、
六

O
O千
円

＠
段
地
の
紛
争
調
盤

｝
五
件
（
内
解
決
す
み
一

O
件〉

0
．
0

0

 

「
お
ね
が
い
」

世
耕
地
の
申
告
に
つ
い
て

良
地
法
第
八
十
四
条
の
規
定
に
も
と
づ

き
民
業
委
員
会
は
毎
年
八
月
一
日
現
在

の
小
作
地
及
び
所
有
地
の
状
況
を
調
査

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
申
告

都
は
も
れ
な
く
品
業
安
員
会
又
は
支
所

に
出
し
て
下
さ
い
。

朝
日
町
農
業
委
員
会
の

一
箇
年
間
取
扱
い
件
数

朝
日
町
農
業
委
員
会
は
去
る
七
月
二
十

九
日
が
発
足
満
一
越
年
で
こ
の
一
年
間
に

取
扱
っ
た
件
数
は
次
の
泊
り
で
あ
る
・

①
民
地
法
第
三
条
関
係
ハ
所
有
榔
移
転
）

町

反

無
償
ハ
陪
与
〉
三
一
二
件
一

0
・
六

自
作
九
有
償
ハ
売
買
〉
一
九
九
件

一
五
・
三

小
作
地
究
員

一
O
四

件

六

・
九

計

三

三

六

件

三

ニ
・
八

＠
段
地
法
第
四
条
関
係
（
所
有
権
移
転
し

な
い
で
宅
地
等
の
民
地
以
外
の
土
地
に

地
目
変
換
す
る
民
地
）

四
六
件
一
町
二
反

＠
民
地
法
第
五
条
関
係
（
所
釘
栴
移
転
の

伴
う
宅
地
等
の
民
地
以
外
の
土
地
に
地



）

－
＠
な
お
当
地
区
は
次
の
よ
う
に
臨
時
納
税

得

一

相
駁
所
及
び
臨
時
納
税
取
鍛
所
を
開
設
し

（賭~~{1!8~~~）第 36 号 あ
＠
八
月
三
十
一
日
は
個
人
事
栄
説
第
一
期

分
の
納
期
限
で
す
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が

ら
納
期
が
迫
る
と
混
雑
す
る
の
で
早
め
に

納
税
し
て
下
さ
い
。

＠
い
ま
ま
で
は
う
っ
か
旬
日
を
忘
れ
て
い

て
納
期
限
後
に
納
税
す
る
た
め
、
砥
滞
金

や
延
滞
加
算
金
を
た
く
さ
ん
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
人
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
今
年
こ
そ
全
員
そ
ろ
っ
て
納
期

内
に
完
納
す
る
よ
う
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

＠
万
一
早
め
に
納
め
ら
れ
な
い
方
は
八
月

三
十
一
日
が
日
曜
日
で
あ
る
の
で
九
月
一

日
に
納
め
ら
れ
て
も
延
滞
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

偶
人
事
業
税
の

納
付
は
つ

いv
て

ん』

入
場
税
に
つ
い
て

両
年
目
、
船
人
会
、
未
亡
人
会
、
文
化
問

休
な
ど
の
主
側
で
、
映
画
会
や
音
楽
会
や

講
演
会
を
他
す
場
合
、
入
場
料
、
会
場
盤

国
費
等
を
領
牧
す
る
場
合
は
勿
誌
の
こ
と

領
牧
し
な
く
と
も
入
湯
税
が
課
税
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
必
ず
事
前
に
税
務

結
（
間
税
制
消
世
税
係
）
へ
問
合
せ
て
下

E

’、。

J
M

，、
‘hw 3

年
八
月
十
九
日

Zi－－前
十
時
か
ら

E

E

P

十
日
『午
后
二
時
ま
で

場
所
制
日
町
役
場

年；
’”’ 4 

〈県
殺
事
務
所
〉

さ ひ 昭和33年8月初日発行
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印

紙

税

と

受

取

書

に

（
算
定
の
方
法
〉

第
四
条
占
用
の
期
間
が
一
年
に
満
た
な

い
と
き
は
月
割
と
し
、
一
ヶ
月
に
満

（
占
用
料
の
減
免
）

第
三
糸
町
長
は
、
次
の
作
分
の
一
に
該
一

当
す
る
と
臨
め
た
と
き
は
、
占
用
料

一

を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

て
法
第
三
十
九
条
第
＝
項
但
密
の
規
一

定
に
該
当
す
る
事
業
交
は
地
方
財
政

一

法
（
昭
和
二
十
三
一
年
法
律
第
百
九
号

一

〉
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
営

一

企
業
の
た
め
占
用
す
る
と
き
。

一

二、

公
衆
の
用
に
供
す
る
軌
道
、
電
気
一

ガ
ス
、
水
道
叉
は
下
水
道
の
富
市
業
の

↑

た
め
に
占
開
削
す
る
と
き
。

一

三、

雨
水
又
は
汚
水
を
榔
等
に
排
世
す

一

る
に
必
製
な
排
水
管
組
設
の
た
め
に

一

白
用
す
る
と
き
。

一

回
、
水
管
又
は
ガ
ス
管
の
各
戸
引
込
智

一

の
設
置
の
た
め
に
占
用
す
る
と
き
。

一

五
、
前
各
号
の
外
、
町
長
が
特
に
必
要

一

が
あ
る
と
認
め
た
と
き
。

ハ
延
滞
金
〉

第
七
条
町
長
は
占
用
料
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
な
い
者
に
対
し
て
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
め
た
日
ま
で
の
期
聞
に

応
じ
延
滞
念
を
徴
収
す
る
。

2
延
滞
金
の
額
は
、
占
用
料
が
百
円
以

上
で
あ
る
と
き
は
、

百
円
（
百
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
る
。
〉
に
つ

き
一
日
四
銭
の
削
合
を
乗
じ
た
額
と

（
返
還
〉

第
六
祭
既
に
紡
め
た
占
問
料
は
ぷ
越
し

な
い
。
但
し
、
町
長
は
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
占
用
者
の

申
請
に
よ
り
出
用
の
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
占
閉
で
き
な
く
な
っ
た
日

の
属
す
る
翌
月
以
降
の
分
を
返
還
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一、

法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
許
可
を
取
り
消
し
た
場
合

二
、
天
災
地
変
そ
の
他
占
用
者
の
賞
に

帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
由
に
よ

り
、
占
用
で
き
な
く
な
っ
た
鳩
合

ゐ

一

詫

ぴ

町
長
、
町
穣
の
護
学
、
国
体
準
硬
式
野

球
富
山
県
第
一
次
予
選
な
ど
の
掲
載
関
係

上
八
月
号
の
遅
延
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ

び
致
し
ま
す
。

阪

刊

臼

H

1
こ
の
条
例
は
、

昭
和
一
二
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2
こ
の
条
例
施
行
前
の
占
用
者
に
か
か

る
占
用
料
に
つ
い
て
は
第
五
条
に
規

定
す
る
（
許
可
の
日
叉
は
協
議
の
成

立
し
た
日
」
と
あ
る
を
、

昭
和
三
十

三
年
四
月
一
日
と
読
替
え
て
適
用
す

る
も
の
と
す
る
。

（細
則
）

部
九
条
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
は
町
長
が
定
め
る
。

（
占
用
料
）

第
二
条
占
用
料
の
額
は
別
表
の
と
お
り

と
す
る
。

（

M
的
〉

第
一

糸

こ
の
祭
例
は
、
道
路
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
。
以
下

「法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
一

二
項
の
規
定
に
訟
き
、
同
法
第
三
十
一

二
袋
瓦
び
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ

一

り
朝
日
町
が
管
理
す
る
道
路
（
以
下

一

「
道
路
」

と
い
う
。
）
を
占
用
す
る

一

者
（
以
下

「
占
用
者
」

と
い
う
。
）

一

が
納
入
す
ベ
全
占
用
料
の
矧
及
び
徴

放
の
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
納
入
の
方
法
〉

第
五
条
占
用
料
は
、
納
入
告
知
書
に
よ

り
許
可
の
日
叉
は
協
議
が
成
立
し
た

’

E
か
ら
二
十
臼
以
内
に
当
該
会
計
年

一

度
分
を
納
め
、
盟
会
計
年
度
以
降
の

分
に
つ
い
て
は
、
各
会
計
年
度
毎
に

一

当
該
会
計
年
肢
の
五
月
三
十

一
日
ま
一

で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

一

2
占
用
の
期
間
が
一
ヶ
月
未
満
で
型
会

一

計
年
度
に
わ
た
る
と
き
は
翌
会
計
年
一

度
の
分
は
、
納
入
を
要
し
な
い
。
一

た
な
い
も
の
は
一
ヶ
月
と
す
る
。
（
松
川
促
及
び
手
数
料
〉

2
占
用
面
積

一
．
平
方
米
に
満
た
な
い
端
一
第
八
条
町
長
は
、
占
用
料
を
納
期
限
ま

数
は
一
一
平
方
米
に
。
長
さ
一
米
に
尚
一

で
に
納
め
な
い
者
に
対
し
、
納
期
限

た
な
い
端
数
は
一
米
に
切
り
上
げ
る

一

後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
督
促
状
に
指
定
す
べ
き
納
期
限
は
、

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
十
五
日
経

過
し
た
日
と
す
る
。

3
第
一
一
慣
の
規
定
に
よ
り
管
促
状
を
発

し
た
と
き
は
、
官
促
手
数
料
を
徴
牧

す
る
。

4
督
促
手
数
料
の
額
は
、
督
促
状
一
通

に
つ
き
十
五
円
と
す
る
。

朝

日

町

道

路

占

用

料

条

例

す
る
。
但
し
延
滞
金
の
額
が
十
円
未

満
で
あ
る
と
き
は
徴
収
し
な
い
。
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⑮統計費｜ 148,3401 t:1 148,3401 147,7481 5宛「 0~2 

1－＠一選－~I 1蕊，9201 0「一一－12り 201 110. 4221 16，州 0.09 
＠公 債 一強一一一一首プ前了向｜ 20, 1461 f s-:-is仔弱ー----rD86,7加｜ 町一一一-i-2：百百
一窃~者支出金重－1 16,996,81白1 328,1331 1市茄ヲI6j 17 '280' 0641 44' 962J ］り5
－窃一手一一爾一一貰 ｜ 1,0町，662!n 1, 004, 5261 3, 13司 O[_ 3, 136J :0 

l 出合計 一l--rrs~f60:7S9j 011119, 1s 

昭和32年度 朝日町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

歳 入 A 印は棋を示す

款 ｜予算現額 ｜調定額 ｜牧入荷額 ｜収入来済額 ｜戸習に議 ｜決若o!J比計
①町税国民健康保険税 ｜ ξ795,7001 9,227,8281 8,658,3721 569,456in 137,32苛一一一-w.誌
を河t 産一枚 入｜ HiOJ 01 OJ Oin IOOJ 0 
@fi用料及び手数料 I 7, 0001 so, s201 so~ぬ。｜ 01 43' 8201 ------o.3i 
－奇官官支出 金一「－ 6τ而研B「一--S,-9'fl4剤 一－5;"'9百万邸i o~21,$ioj 36.51 
R一嘉一ー支m-亙一｜ 夜而OJ 98-:-78：町一一~8万BJ oi--一一王子部「一一－6苅
＠繰 ヌご一~i一一一一－8而万改了一一一80Q,'百百01 800, 0001 Oj 01 4J~9 
①繰越金 1 658,9001 658,9131 658,9131 OJ 13J 4.03 
CF夜 一一寸夜一一入 ｜ 12~1001 97 '1861 97' 1861 01 85' 0861 0.ぬ

議 λ 合計 I 16.375.2981 16.918.2231 16.348. 7671 569.456!n 26.5311 100 

歳出

｜予算額｜
①役場費 l 1,674 ，~00j 
一否一夜夜－~ア費一「－12ヲ誌刃而l

3 保険；蕗官－~＝「 631，唖
＠趣旨普及費｜ 8,000j 
Rl有一 産 費－「一一－3百o~百問
＠公 一度一一 貰｜ ~爾I
①諸支出会 ｜ 314,0001 

款 予備費支出額｜予算現額 ｜支出済額 ｜不用 試片品第七許
頁胃百「一一τ~函-;159 1 1,642,542「一一－－41,617) 11.2.6 
2王碕－－ 12,059,,.431 n,791,4091 258,0341 夜 s2:
8' 3421 639 '3921 636' 0911 3' 3011 4. 36' 
01 8,0001 3,9551 4,045「一一一一可刃3
司一一－sci"府間「一一一羽町∞可 101 iii6 
<Yi一一一----00'0001 51" 50 '0 00「一一一一一o;
町一一一314,0001 215,782「一一一切 181 1,471 

①予催費 I l,361,7781n 41, 544! 1, 320, 234! OJ 1 , 320, 2341 DI 

歳出合計 I 16 .375 ,2981 。I 16.375.2981 14.589.7791 1.785,5191 100 
歳入草壁1差.sJ聾金 L.花8,988円翌年度へ繰越


